
愚
中
周
及
の
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作
品

日
冨
需
話
。
舜
＝
身
9
巳
≦
o
円
パ
ω
o
｛
Ω
琴
冨
Q
D
旨
ξ
9

蔭
　
木

英

雄

一、

ﾍ
じ
め
に

　
愚
中
周
及
を
開
祖
と
す
る
仏
通
論
は
、
所
謂
五
山
派
で
は
な
い
。
し
か

し
、
夢
窓
酒
石
を
受
業
の
師
と
し
、
夢
窓
派
の
直
屋
零
丁
・
龍
漱
周
沢
・

古
剣
妙
快
・
絶
海
中
津
・
黙
庵
周
諭
・
空
谷
明
応
ら
や
、
聖
一
派
の
性
海

霊
見
・
岐
陽
方
秀
ら
、
そ
れ
に
永
源
派
の
霊
仲
禅
英
ら
と
親
交
を
結
ん
だ

骨
角
遡
及
は
、
中
世
の
丑
山
文
学
を
考
え
る
場
合
、
逸
す
る
こ
と
の
出
来

な
い
人
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
百
中
は
『
草
除
集
』
と
い
う
外
集
を
現
在

に
残
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
中
国
語
に
堪
能
で
、
何
よ
り
も
、
後
進
の
徒

の
詩
文
の
指
導
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
『
急
行
集
』
　
（
五
山
文
学
全
集
所
収
）
と
い
う
集
名
は
、
江
戸
時
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

天
龍
寺
住
持
で
あ
っ
た
桂
州
欝
欝
の
書
い
た
「
大
通
禅
師
語
録
序
」
に
よ

る
と
、

　
集
有
二
五
巻
一
、
名
二
艸
蝕
集
一
。
半
者
何
。
合
猛
切
、
金
玉
未
レ
成
レ
器

土
中
周
及
の
人
と
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
径
）

　
也
。
天
工
開
物
云
、
採
工
簿
レ
灯
逐
レ
往
、
施
鎧
障
壁
方
止
。
凡
成
レ

　
銀
者
日
レ
礁
、
至
レ
砕
者
日
レ
沙
。
卯
者
其
外
包
環
石
塊
者
也
。
艸
石
大

　
者
如
レ
斗
、
小
者
如
レ
拳
、
為
二
棄
置
無
用
上
物
一
云
々
。

　
　
0
卯
1
1
『
集
韻
』
に
、
“
艸
、
胡
猛
切
、
金
玉
未
成
器
也
”
と
あ
る
。
あ
ら
が

　
　
ね
の
こ
と
。
○
天
工
開
物
1
1
三
巻
の
書
物
、
明
の
宋
応
星
の
撰
。

と
あ
る
よ
う
に
、
〃
無
用
の
あ
ら
が
ね
”
と
い
う
程
の
追
陪
で
あ
る
。
そ
れ

は
鉄
巷
道
生
の
『
鈍
鉄
集
』
や
、
義
堂
周
信
の
『
空
華
集
』
、
或
い
は
『
東

　
　
　

海
「
海
集
』
の
集
名
の
よ
う
に
、
自
己
を
無
能
者
と
見
な
す
自
助
意
識
と
、

詩
文
を
無
用
平
し
、
ま
た
は
自
作
を
謙
遜
す
る
心
情
か
ら
出
て
い
る
の
で

あ
る
。
愚
中
の
か
か
る
意
識
は
、
“
且
夫
某
何
者
也
。
愚
直
尤
野
、
埋
没
而

随
二
百
草
一
者
、
不
レ
在
レ
辮
　
”
（
雲
門
一
曲
軸
践
）
と
い
う
文
章
に
も
、

は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。
　
『
草
籐
集
』
の
作
品
は
、
分
類
し
て
み
る
と
、

　
掲
頒
が
三
百
二
十
九
（
そ
の
内
、
七
言
四
句
が
一
百
六
十
九
首
）
　
仏
祖

　
賛
一
八
十
一
　
　
下
火
－
三
十
八
　
自
賛
一
七
十
六
　
法
語
1
⊥
ハ
十
三

七
七
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愚
中
周
及
の
人
と
作
品

　
小
仏
事
⊥
四
四
、
字
説
な
ど
1
七
十
七
　
　
祭
文
－
九
　
　
耳
蝉
1
⊥
ハ

　
書
⊥
ハ

と
な
り
、
七
言
四
句
の
喝
頒
が
最
も
多
い
。
そ
し
て
そ
の
内
容
も
、
い
わ

　
　
　
　
　
②

ゆ
る
疏
筍
の
気
の
あ
る
堅
忍
で
あ
っ
て
、
風
流
韻
事
や
身
辺
雑
事
を
う
た

う
俗
様
の
作
品
は
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。

二
、
略
　
年
　
譜

　
忌
中
の
行
履
に
つ
い
て
私
の
新
発
見
は
な
く
、
彼
の
作
品
を
読
む
上
の

参
考
の
為
に
『
大
通
禅
師
語
録
』
六
の
年
譜
を
簡
略
に
示
し
て
お
く
。
（
数

字
は
数
え
年
）

元
亨
三
年
ω
美
濃
土
岐
郡
に
早
ま
る
。

嘉
暦
二
年
前
師
僧
か
ら
法
華
経
普
門
品
を
教
え
ら
れ
る
。

同
三
年
㈲
奥
州
よ
り
通
り
か
か
っ
た
旅
の
伴
僧
が
、
「
性
海
無
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
　
　
　
　
　
金
波
自
湧
」
の
句
を
授
け
て
去
る
。

元
徳
元
年
㈲
父
に
連
れ
ら
れ
て
郡
内
の
東
山
中
院
に
行
き
、
こ
こ
で
釈

　
　
　
　
　
　
教
の
典
籍
を
学
ぶ
。

建
武
二
年
㈹
叔
父
の
妙
南
禅
人
を
頼
っ
て
上
京
し
嵐
窓
国
師
に
参
侍
す
。

　
　
　
　
　
　
背
が
高
か
っ
た
の
で
“
高
沙
弥
”
と
呼
ば
れ
、
春
屋
妙
龍

　
　
　
　
　
　
に
随
侍
す
。

建
武
三
年
α
の
春
泥
が
繁
忙
だ
っ
た
の
で
鑑
翁
訂
正
に
侍
し
、
龍
漱
周
沢

　
　
　
　
　
　
・
黙
庵
周
諭
に
も
親
表
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

建
武
四
年
q
励
夢
窓
の
友
雲
庵
の
喝
に
和
す
る
作
あ
り
。

暦
応
二
年
働
比
叡
山
で
受
戒
し
臨
川
寺
に
帰
る
と
、
或
る
僧
が
外
学
を

　
　
　
　
　
　
勧
め
た
。
愚
中
は
、
　
「
仏
語
祖
語
す
ら
尚
ほ
学
ぶ
べ
か
ら

　
　
　
　
　
　
ず
。
況
ん
や
異
端
に
於
て
を
や
凶
と
述
べ
、
密
か
に
城
北

　
　
　
　
　
　
に
隠
棲
す
る
。

暦
応
四
年
働
建
仁
寺
に
掛
錫
す
。
秋
、
博
多
を
出
て
冬
明
州
に
到
着
し

　
　
　
　
　
　
た
が
、
賊
船
と
間
違
わ
れ
て
上
陸
し
得
ず
。

康
永
元
年
⑳
船
中
に
水
が
尽
き
、
同
志
と
雨
乞
い
の
円
通
臓
摩
法
を
修

　
　
　
　
　
　
し
、
そ
の
効
験
に
よ
っ
て
貿
易
だ
け
を
許
さ
れ
る
。
商
人

　
　
　
　
　
　
と
共
に
密
か
に
上
陸
し
た
愚
中
は
、
曹
源
寺
の
月
江
正
印

　
　
　
　
　
　
に
参
じ
、
　
「
愚
庵
」
の
道
号
を
授
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
っ
き

康
永
二
年
⑳
同
郷
の
密
禅
人
の
勧
め
で
、
金
山
の
即
休
契
了
に
参
ず
。

康
永
三
年
㈱
即
休
の
書
状
侍
者
と
な
る
。

貞
和
二
年
⑳
衣
鉢
侍
者
と
な
り
、
朝
夕
に
諸
家
宗
師
の
語
脈
を
商
量
す
。

貞
和
三
年
㈱
即
休
よ
り
大
慧
宋
果
と
痩
山
長
老
の
問
答
の
法
話
を
聴
き
、

　
　
　
　
　
　
脱
然
と
契
会
す
。

貞
和
四
年
㈱
日
本
の
修
行
僧
は
愚
中
の
縁
か
ら
金
山
を
安
息
所
と
称
し
、

　
　
　
　
　
　
多
数
往
来
す
。

貞
和
五
年
⑳
癸
輩
下
を
著
わ
す
。

観
応
元
年
㈱
病
気
に
な
っ
た
毒
中
に
、
即
休
は
帰
国
を
勧
め
、
送
別
の

　
　
　
　
　
　
喝
を
与
え
る
。

観
応
二
年
置
北
野
天
神
の
加
護
に
よ
り
無
事
に
四
月
博
多
に
帰
着
。
六

　
　
　
　
　
月
兵
庫
の
広
厳
寺
に
憩
う
。
七
月
夢
窓
国
師
を
省
観
し
、
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嗣
法
を
即
休
に
易
え
る
事
を
告
げ
る
が
掛
塔
を
許
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
即
休
示
寂
の
報
あ
り
、
夢
窓
も
九
月
三
十
日
に
遷
化
。

文
和
二
年
⑳
旧
交
の
龍
山
徳
見
に
請
わ
れ
、
南
禅
寺
書
記
と
な
る
。
一

　
　
　
　
　
　
僧
に
嗣
法
を
問
わ
れ
、
無
休
と
答
え
て
迫
害
を
窪
く
。
竺

　
　
　
　
　
　
堂
円
盟
の
請
に
よ
り
、
万
寿
寺
の
維
那
と
な
る
。

文
和
三
年
㈱
南
禅
寺
内
の
辞
林
院
に
居
す
。
即
休
の
教
え
を
思
い
出
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が

　
　
　
　
　
　
「
林
丘
の
素
、
懲
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
述
べ
て
京
を
出
る
。

文
和
四
年
6
3
摂
津
の
栖
賢
寺
（
尼
崎
市
）
に
寓
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な

延
文
二
年
岡
播
磨
の
安
田
北
山
（
加
古
川
市
安
田
か
）
に
寓
し
、
　
「
太
は
だ
野
情
に

　
　
　
　
　
　
適
す
」
と
喜
ぶ
。

延
文
四
年
㈲
安
田
を
出
て
、
処
々
に
寓
す
。

貞
治
元
年
㈹
丹
波
の
神
池
（
兵
庫
県
氷
上
郡
春
日
町
妙
高
山
）
　
に
小
引
を
構
え
る
。

貞
治
三
年
㈲
棋
山
（
京
都
府
船
井
郡
横
生
村
か
）
の
西
巌
（
塀
）
に
静
居
す
る
が
、
多
数
の

　
　
　
　
　
　
僧
が
往
来
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
避
け
て
丹
後
の
世

　
　
　
　
　
　
野
山
（
不
明
）
に
庵
を
結
ぶ
。

貞
治
四
年
㈲
丹
後
の
漆
原
（
繁
々
）
　
に
移
る
。
時
に
霊
仲
禅
英
は
大
中

　
　
　
　
　
　
臣
那
珂
宗
泰
と
相
談
し
て
、
愚
中
を
金
山
天
平
寺
（
福
知
山
市
大
呂
）

　
　
　
　
　
　
に
居
ら
し
む
。

応
安
三
年
㈹
南
禅
寺
少
林
院
の
同
門
の
人
が
栖
賢
寺
の
住
持
に
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
と
し
た
が
辞
退
す
る
。

応
安
六
年
⑳
慧
日
寺
（
兵
庫
県
氷
上
郡
山
南
町
太
田
）
の
特
峰
町
奇
は
弟
子
を
平
中
に
参
ぜ

　
　
　
　
　
　
し
む
る
が
、
拒
絶
す
る
。

永
和
二
年
㈹
瓦
屋
妙
蒔
の
『
雲
門
一
曲
』
の
後
践
を
書
く
。

下
中
周
及
の
人
と
作
品

永
和
三
年
6
9
住
屋
を
丹
後
の
雲
門
庵
（
舞
鶴
市
余
部
）
　
に
訪
う
。

康
暦
元
年
働
天
寧
寺
の
そ
ば
に
雑
戯
庵
を
営
む
。

永
徳
元
年
6
9
丹
後
の
九
世
戸
に
遊
ぶ
。

康
応
元
年
㈹
天
寧
寺
を
退
い
て
土
佐
の
五
台
山
（
吸
江
庵
か
）
に
遊
ぶ
が
、
那

　
　
　
　
　
　
珂
宗
泰
父
子
が
迎
え
に
く
る
。

明
徳
四
年
㈹
　
「
稟
明
抄
」
　
（
禅
学
大
系
に
所
収
）
を
著
わ
す
。

応
永
元
年
伽
普
甲
山
に
登
り
雲
荘
庵
に
居
す
が
、
細
川
頼
元
は
天
寧
寺

　
　
　
　
　
　
に
帰
る
を
請
う
。

応
永
三
年
0
4
金
山
を
出
て
紀
州
の
根
来
寺
に
寓
す
。
安
良
五
運
は
龍
門

　
　
　
　
　
　
庵
（
後
に
禅
頭
寺
）
を
創
り
、
愚
中
を
開
山
に
請
う
。

応
永
四
年
0
5
八
月
、
九
州
に
赴
く
途
中
、
安
芸
の
小
早
川
春
平
に
請
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
も
と

　
　
　
　
　
　
れ
、
御
許
山
仏
通
寺
（
三
原
市
高
坂
）
の
開
山
と
な
る
。

応
永
六
年
㈲
山
頂
に
含
暉
亭
を
作
る
。

応
永
七
年
佃
七
月
末
、
金
山
天
意
寺
に
行
く
。

応
永
八
年
0
9
天
寧
寺
を
去
り
播
州
杉
原
の
安
楽
寺
に
寓
し
、
近
く
の
幽

　
　
　
　
　
僻
地
に
景
徳
庵
を
建
て
る
。
冬
仏
通
寺
に
帰
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ざ

応
永
九
年
⑳
仏
通
寺
の
傍
に
肯
心
嚢
を
構
え
て
門
を
杜
す
。

応
永
十
年
⑳
四
方
よ
り
雲
柄
集
ま
り
、
寺
外
に
向
上
庵
を
建
て
て
収
容

　
　
　
　
　
　
し
、
修
行
に
励
む
。

応
永
±
年
圃
冬
、
那
珂
宗
泰
の
病
を
聞
き
、
天
寧
寺
に
赴
く
。

応
永
＋
二
年
圃
金
山
よ
り
仏
通
寺
に
帰
り
、
喜
悦
堂
を
建
て
る
。

応
永
＋
五
年
圃
足
利
義
心
に
招
か
れ
、
山
崎
ま
で
到
っ
た
が
、
　
「
老
僧
誓

　
　
　
　
　
　
い
あ
り
、
二
郷
に
入
る
べ
か
ら
ず
」
と
入
京
せ
ず
、
伏
見

七
九
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応
永
＋
六
年

愚
中
周
及
の
人
と
作
品

　
蔵
光
庵
に
書
籍
が
来
参
す
。
十
月
、
紀
州
の
禅
頭
寺
に
赴

　
く
。

㈱
紫
衣
を
受
く
。
天
寧
寺
に
帰
り
八
月
二
十
五
日
に
示
寂
。

　
九
月
十
三
日
仏
徳
大
通
禅
師
の
勅
誰
号
を
賜
う
。

三
、
教
え
を
受
け
た
人
々

　
右
の
略
年
譜
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
少
青
年
時
代
の
愚
筆
は
、
多
く
二

五
派
の
人
々
の
教
え
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
夢
窓
は
『
三
会
院
遺
誠
』

で
弟
子
を
上
等
か
ら
下
等
に
分
け
、
“
修
行
不
レ
純
、
駁
雑
好
レ
学
”
を
中
等

の
弟
子
と
称
し
た
が
、
学
問
・
詩
文
を
道
元
の
如
く
徹
底
し
て
否
定
は
せ

ず
、
彼
自
身
『
夢
占
国
師
御
詠
草
』
の
如
き
和
歌
や
、
語
録
中
に
詩
を
多

く
残
し
て
い
る
。
少
年
愚
中
は
こ
の
因
明
に
参
じ
、
十
五
歳
の
時
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

次
の
よ
う
に
友
雲
庵
の
喝
に
和
し
た
り
な
ど
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
文
学

的
指
導
も
受
け
た
に
違
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ざ
ろ

巌
樹
陰
森
日
易
照

無
心
来
往
再
呈
雲

凝
然
一
楊
乾
坤
闊

物
外
適
遥
趣
不
群

　
O
無
心
一
撃
潜

　
　
　
　
　
　
「
帰
去
来
辞
」

○
凝
然
一
心
が
集
中
し
て
動
か
ぬ
さ
ま
。

（
訳
）
　
岩
上
の
樹
木
は
こ
ん
も
り
と
し
て
日
は
か
ぎ
ろ
い
易
く
、

　
　
す
る
の
は
岩
洞
の
雲
。 巌

樹
陰
森
と
し
て
日
は
照
ひ
易
く

無
心
に
来
往
す
　
車
中
の
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ

凝
然
た
る
一
同
乾
坤
闊
く

物
外
に
遭
遥
し
て
趣
き
群
な
ら
ず

　
　
　
に
〃
雲
無
心
以
出
レ
紬
”
と
あ
り
紬
は
岩
洞
。

　
　
　
　
　
　
じ
っ
と
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
心
に
出
入
り

　
　
じ
っ
と
禅
楊
に
坐
れ
ば
天
地
は
か
ら
り
と
広
く
、
心

八
○

　
　
　
は
俗
世
間
の
外
に
遊
ん
で
こ
の
情
趣
は
並
々
で
な
い
。

十
五
歳
に
し
て
か
か
る
詩
偶
を
も
の
す
る
才
能
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ

る
。
夢
窓
門
下
の
古
剣
妙
快
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
そ
う

　
も
と

　
本
贈
れ
吾
が
家
の
跨
竈
児
（
次
韻
寄
金
山
昼
中
禅
師
）

と
詠
じ
て
い
る
が
、
　
“
跨
竈
児
一
父
の
夢
窓
に
ま
さ
る
子
供
”
と
い
う
の

は
、
単
に
禅
道
の
み
で
は
あ
る
ま
い
。

　
春
屋
妙
苑
も
愚
中
が
少
年
時
代
に
参
侍
し
た
人
で
、
夢
窓
国
師
の
俗
姪

で
も
あ
る
。
こ
の
人
は
初
代
の
鹿
苑
僧
録
と
な
り
宗
教
政
策
に
腕
を
ふ
る

い
、
同
窓
派
の
二
線
拡
張
に
力
を
尽
く
し
た
人
で
、
学
問
・
詩
文
の
方
で

も
五
山
版
出
版
の
事
業
を
興
し
た
り
、
　
『
雲
門
一
曲
』
の
詩
集
を
残
し
た

り
し
て
い
る
。
湖
中
は
、

　
霊
山
而
則
笑
レ
花
　
少
林
而
能
勢
レ
髄
　
王
者
軌
範
超
二
古
人
一
唯
我

　
金
剛
大
士
耳
　
　
（
普
明
国
師
）

　
　
○
第
一
句
1
1
霊
山
の
拮
花
微
笑
の
故
事
を
い
う
。
こ
こ
は
春
屋
の
得
法
を
指
す
。

　
　
○
第
二
句
1
1
二
祖
慧
可
が
達
磨
の
法
の
真
髄
を
得
た
こ
と
。
こ
こ
は
鎗
屋
が
夢
窓

　
　
　
の
法
を
嗣
い
だ
こ
と
を
い
う
か
。

と
厚
く
尊
崇
し
、
　
『
草
籐
集
』
巻
頭
に
は
「
毒
中
屋
和
尚
」
を
置
き
、
春

屋
も
「
次
韻
酬
及
書
記
」
　
「
次
韻
答
及
書
記
」
　
「
老
懐
一
首
寄
及
書
記
」

（
智
覚
五
明
国
師
語
録
）
な
ど
を
作
り
、
応
酬
詩
が
多
い
。
臨
川
寺
復
位

事
件
は
、
政
界
で
は
細
川
頼
之
と
斯
波
義
将
、
夢
窓
派
で
は
春
屋
妙
繭
ら

と
龍
漱
周
沢
ら
、
真
二
つ
に
分
れ
て
争
っ
た
事
件
で
あ
る
が
、
　
愚
中
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
客
至
忽
聞
三
臨
川
寺
為
二
五
山
一
。
借
レ
韻
賀
二
祖
塔
光
顕
一
云
」
と
題
す

る
作
を
も
の
し
て
祝
っ
て
い
る
。
　
こ
れ
は
一
見
、
里
中
が
細
川
頼
之
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「

龍
昇
等
沢
・
曇
湿
婆
応
ら
の
妻
子
派
に
く
み
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
よ
う

だ
が
、
彼
は
た
だ
す
な
お
に
、
少
年
時
代
に
夢
窓
に
侍
し
た
臨
川
寺
の
名

誉
を
喜
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
両
派
の
抗
争
か
ち
は
超
越
し
て
、
闇
屋
を

尊
敬
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
龍
骨
周
面
は
不
動
明
王
を
画
い
て
有
名
で
、
詩
文
集
『
随
等
量
』
を
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
　
ひ

し
て
い
る
。
藩
中
は
“
直
饒
身
を
千
億
に
化
し
得
て
も
、
端
的
に
師
の
大

　
　
む
く

恩
に
酬
ひ
難
し
”
（
和
龍
漱
和
尚
見
招
韻
）
と
吟
じ
て
、
師
恩
を
謝
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
黙
庵
周
諭
だ
け
は
夢
窓
門
下
に
あ
っ
て
、
い
さ
さ
か
禅
風
を
異

に
し
て
い
る
。
仲
露
岩
伊
の
「
東
禅
黙
庵
和
尚
」
の
、

　
蹉
脚
跨
二
流
室
之
門
一
、
麟
麟
攣
断
二
黄
金
索
一
（
中
略
）
別
立
二
家
法
一
、

　
不
二
即
製
同
一
。
或
時
高
峰
孤
頂
、
独
立
単
丁
、
嫌
レ
仏
不
レ
倣
、
或
時

　
古
渡
頭
辺
、
和
泥
合
水
為
レ
法
忘
レ
身
。

　
　
O
蹉
脚
1
一
足
を
た
が
え
る
。
夢
窓
越
で
あ
り
な
が
ら
永
源
派
の
禅
に
入
る
こ
と
を

　
　
指
す
。
○
雷
同
ー
ー
定
見
な
く
人
の
説
（
1
1
夢
両
派
）
に
従
う
こ
と
。
○
和
泥
合

　
　
水
1
1
慈
悲
の
為
に
全
く
そ
の
も
の
に
同
化
し
て
人
を
救
済
す
る
こ
と
。

と
い
う
文
章
を
読
む
と
、
黙
庵
は
夢
窓
派
内
に
あ
っ
て
も
孤
高
で
厳
し
い

禅
僧
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
後
述
す
る
愚
中
や
言
霊
の
宗
風
と
一
脈
通
ず
る

も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
十
四
歳
の
頃
の
愚
中
が
侍
し
た
鑑
翁
雲
立
の
人
と
な
り
は
よ
く
分
ら
な

い
。
南
山
士
雲
の
法
を
嗣
ぎ
、
天
龍
寺
首
座
の
時
の
殿
堂
新
建
に
乗
払
問

答
し
、
そ
の
あ
と
、
　
“
虚
玄
大
道
　
無
レ
著
二
心
宗
「
丁
抹
横
該
　
七
穿

八
穴
”
と
説
破
し
て
い
る
。
慧
林
寺
に
出
世
し
、
京
の
万
寿
寺
に
住
し
た

愚
中
周
及
の
入
と
作
品

あ
と
東
福
寺
二
十
九
世
に
遷
り
、
宝
寿
庵
に
退
休
し
て
延
文
五
年
十
一
月

四
日
に
示
寂
し
た
が
、
“
末
後
一
句
　
如
何
算
出
　
更
莫
二
認
著
一
更
莫
二

認
著
一
”
と
い
う
遺
喝
を
読
む
と
“
先
翁
董
二
五
山
之
四
一
、
声
価
下
天
、

紹
二
箕
裏
一
者
亦
還
稀
、
　
具
二
轄
略
一
人
専
有
レ
幾
、
屈
レ
奏
上
レ
数

舎
兄
焉
求
”
　
（
友
山
窟
偲
「
鑑
翁
和
尚
玉
東
論
法
春
疏
」
）
と
共
に
、
鑑
翁

が
単
な
る
学
僧
・
詩
僧
で
な
く
、
不
立
文
字
の
真
髄
を
会
得
し
た
人
で
あ

る
こ
と
が
窺
え
る
。

　
次
に
愚
中
が
中
国
で
最
初
に
参
侍
し
た
月
江
正
印
は
、
来
日
僧
の
清
拙

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

正
澄
の
血
縁
の
兄
に
当
り
、
友
需
要
偲
や
一
峰
通
玄
ら
の
日
本
僧
を
多
く

接
化
し
た
人
で
、
そ
の
語
録
は
早
く
出
版
さ
れ
、
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
迫
害
を
受
け
つ
つ
も
臆
面
が
嗣
法
の
師
と
仰
い
だ
即
休
契
了

と
い
う
人
は
、
ど
う
い
う
禅
僧
で
あ
っ
た
か
。
愚
中
と
の
関
係
に
於
て
そ

の
宗
風
を
見
て
み
よ
う
。

　
愚
中
は
十
九
歳
で
建
仁
寺
に
掛
錫
し
て
い
た
時
、
一
日
疑
を
発
し
て
長

老
の
高
山
慈
照
に
問
訊
し
た
が
、
疑
問
は
全
然
解
決
し
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
彼
は
、
　
「
こ
の
建
仁
寺
は
由
緒
の
古
い
禅
寺
で
、
住
持
は
万
人
の
傑
で

な
い
と
し
て
も
千
人
の
英
で
あ
る
。
然
る
に
か
く
浅
易
で
あ
る
の
な
ら
、

私
は
誰
に
依
っ
た
ら
よ
い
の
が
。
大
唐
の
善
知
識
を
尋
ね
る
に
如
か
ず
。
」

と
決
心
し
、
天
龍
寺
船
に
便
乗
し
て
渡
元
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
留
学

僧
の
多
く
が
文
学
修
業
の
為
に
海
を
渡
っ
て
い
た
の
に
、
正
法
を
求
め
る

愚
中
の
決
意
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
彼
は
先
ず
曹
源
寺
の
月
江

正
印
の
下
で
孜
々
参
究
す
る
が
、
月
影
に
勧
め
ら
れ
て
諸
方
の
禅
門
へ
行

脚
に
出
る
。
湖
州
万
寿
寺
に
掛
錫
し
た
時
、
三
十
年
間
も
在
元
し
て
い
る

八
一
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愚
中
周
及
の
人
と
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
み

同
郷
の
密
禅
人
に
出
会
い
、
　
「
公
は
ど
ん
な
善
知
識
に
参
じ
た
い
の
か
。
」

と
問
わ
れ
、

「
行
解
相
応
、
得
二
語
言
三
昧
一
之
人
、
欲
二
親
近
　
耳
。
」
晦
日
、
　
「
金

　
山
即
休
和
尚
乃
公
野
師
也
。
」

　
　
○
行
解
相
応
1
1
実
際
的
修
行
と
理
論
的
理
解
と
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
。
　
『
学
道

　
　
用
心
集
』
に
”
不
レ
拘
二
我
見
、
一
舐
レ
滞
二
軒
口
、
一
行
解
相
応
、
是
乃
師
也
”
と

　
　
あ
る
。
○
語
言
三
昧
1
1
語
言
の
ほ
か
に
何
も
の
も
な
い
境
地
。
一
切
の
現
象
は
み

　
な
真
実
を
表
現
す
る
言
語
で
あ
る
と
み
る
こ
と
。
『
無
門
関
』
二
十
四
に
”
且
離
二

　
　
却
語
言
三
昧
、
一
道
将
二
一
句
一
軸
。
”
と
あ
る
。

と
問
答
を
交
わ
し
て
、
二
人
で
即
言
に
参
じ
た
の
で
あ
る
。
　
“
行
解
相
応
、

語
言
三
昧
”
の
人
と
い
う
線
で
師
を
求
め
た
愚
中
は
、
即
休
の
膝
下
で
書

状
侍
者
を
勤
め
、
師
に
代
っ
て
多
く
の
粘
腰
を
書
き
詩
を
作
っ
て
二
人
の

官
人
を
感
歎
さ
せ
、
非
凡
な
る
文
筆
の
才
を
示
す
。
し
か
し
儲
る
時
、
教

乗
に
精
錬
せ
る
玉
山
□
皓
と
い
う
者
宿
が
、
愚
中
の
質
問
に
一
つ
一
つ
明

答
す
る
の
を
聞
き
、
彼
は
慨
然
と
し
て
、

　
夫
仏
祖
道
、
離
二
文
字
語
言
相
」
吾
動
圃
二
於
名
相
⊃
膠
二
百
文
筆
」

　
不
レ
能
二
洒
々
落
々
」
何
愚
哉
。

と
反
省
し
た
。
玉
山
□
皓
は
い
わ
ゆ
る
反
面
教
師
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
即
休
か
ら
も
、

　
祢
ロ
バ
向
レ
他
欲
レ
開
レ
ロ
、
便
苗
字
打
落
水
中
処
の

　
　
　
　
　
　
　
と
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

と
叱
責
さ
れ
て
、
頓
に
身
心
息
み
、
枯
槁
の
如
く
な
っ
た
と
い
う
。

　
愚
中
は
二
十
五
歳
の
時
、
即
休
か
ら
大
饗
宋
呆
と
鼓
山
長
老
の
竹
箆
の

法
話
を
聞
き
脱
型
大
悟
す
る
。
そ
の
時
、
師
に
呈
し
た
頒
が
次
の
作
で
あ
る
。

八
二

　
不
知
豪
者
非
議
者
　
禅
者
か
非
禅
者
か
は
知
ら
ず

　
二
十
余
年
ロ
バ
一
疑
　
二
十
余
年
只
だ
一
疑

　
打
破
鼓
山
草
毒
鼓
　
恵
山
の
毒
を
塗
り
し
鼓
を
打
破
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う

　
普
天
匝
地
尽
弥
々
　
普
天
匝
地
　
尽
く
弥
々
た
り

　
　
○
第
一
句
1
1
“
禅
を
知
ら
ざ
る
者
は
禅
者
に
崩
ず
”
と
も
読
め
る
が
、
そ
れ
で
は

　
　
平
板
で
、
愚
中
の
ひ
た
す
ら
の
疑
を
読
み
と
る
為
に
前
掲
の
如
く
読
ん
だ
。
〇
一

　
　
疑
1
1
「
年
譜
」
暦
応
四
年
の
項
の
“
一
日
長
老
上
堂
。
師
有
レ
所
レ
疑
、
乃
上
間
訊
、

　
　
所
レ
疑
不
レ
決
。
”
と
あ
る
。
O
鼓
山
1
一
大
裏
宋
呆
の
法
孫
の
鼓
山
宗
逮
。
東
禅

　
　
思
岳
の
法
嗣
で
、
　
『
大
早
事
覚
禅
師
書
』
下
に
「
答
鼓
山
逮
長
老
」
が
あ
る
。

　
　
○
毒
鼓
一
1
衆
生
の
五
逆
十
悪
を
証
印
の
音
で
抹
殺
し
て
、
大
乗
の
極
致
を
説
い
て

　
　
仏
道
に
入
ら
し
め
る
こ
と
。
○
普
天
血
糖
一
天
地
全
体
。
『
園
悟
語
録
」
に
、
“
現
成

　
　
匝
地
、
是
一
箇
大
解
脱
門
”
と
あ
る
。

〃
私
自
身
禅
者
な
の
か
禅
者
で
な
い
の
か
は
ど
う
で
も
よ
く
、
た
だ
ひ
た

す
ら
一
嵩
を
解
こ
う
と
苦
し
ん
で
き
た
。
今
、
鼓
山
長
老
の
慈
悲
の
毒
鼓

を
打
ち
破
る
と
（
正
法
の
契
機
を
も
否
定
す
る
と
）
天
空
も
大
地
も
す
べ

て
自
然
法
．
ホ
の
世
界
”
と
い
う
程
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
禅
体
験
の
な
い
筆

者
に
は
こ
れ
位
し
か
解
せ
ぬ
が
、
よ
く
愚
中
の
悟
境
を
示
し
て
い
る
。
そ

の
時
、
即
休
は
日
本
に
帰
国
し
よ
う
と
す
る
彼
を
留
め
て
、

　
鶏
声
唱
徹
炎
天
暁
　
鶏
声
唱
徹
す
炎
天
の
暁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な

　
已
向
声
前
契
他
機
　
已
に
声
曲
に
向
か
っ
て
　
祖
機
に
契
ふ

　
楊
子
江
流
東
入
海
　
楊
子
江
の
流
は
東
の
か
た
海
に
入
れ
ど

　
臨
書
未
墨
筆
舟
帰
　
流
に
臨
み
未
だ
舟
を
買
ひ
て
帰
る
べ
か
ら
ず

は
じ
め
の
二
藍
は
“
父
母
未
生
以
前
”
の
機
を
併
記
し
た
悟
境
を
表
わ
し
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て
い
る
の
で
あ
る
。
暁
天
を
つ
ら
ぬ
く
鶏
声
は
“
天
上
天
下
唯
我
独
尊
”

の
釈
尊
誕
生
の
第
一
声
の
如
く
で
あ
り
、
昼
中
が
そ
れ
以
前
の
“
廓
然
無

聖
”
　
（
か
ら
り
と
し
て
何
も
な
く
、
尊
い
も
の
も
無
い
）
の
好
機
を
契
悟

し
た
事
を
、
即
休
は
称
え
る
の
で
あ
る
。
　
“
廓
然
無
聖
”
と
は
西
か
ら
東

に
や
っ
て
来
た
達
磨
が
、
梁
の
武
帝
に
示
し
た
語
で
あ
る
が
、
第
三
句
は

達
磨
以
来
脈
々
と
流
れ
て
き
た
禅
の
正
法
を
、
さ
ら
に
愚
中
が
東
海
の
日

本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
す
る
の
を
詠
じ
て
お
り
、
結
句
で
即
休
は
彼
の
帰
国

を
ひ
き
留
め
る
の
で
あ
る
。
さ
す
が
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
了
即
休
詩
僧
ゾ
。
日
本
ノ
夏
中
及
侍
者
ラ
唐
二
渡
テ
、
法
ヲ
即
休
二
嗣

　
ゾ
。
　
（
『
蕉
窓
夜
話
』
）

と
、
詩
僧
と
誤
解
さ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
含
蓄
の
深
い
作
品
で
あ
る
。
こ

の
即
休
の
慰
留
に
従
っ
て
愚
中
は
な
お
金
山
に
足
を
留
め
、
即
休
の
「
雪

子
吟
」
に
和
韻
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
谷
響
若
非
真
賞
音
　
谷
響
若
し
真
に
賞
噛
す
る
に
非
ざ
れ
ば

　
松
風
永
夜
不
鳴
琴
　
松
風
も
前
夜
琴
を
鳴
ら
さ
ず

　
更
令
雪
曲
別
相
似
　
更
に
雪
曲
を
し
て
別
に
相
似
し
む
れ
ば

　
林
下
誰
人
免
陸
沈
　
林
下
誰
人
か
陸
沈
を
免
れ
ん

　
　
○
賞
音
1
1
風
流
韻
事
を
解
す
る
こ
と
、
又
そ
の
人
。
な
お
、
“
知
音
”
と
い
う
語

　
　
は
、
伯
牙
が
落
子
期
の
弾
ず
る
琴
の
音
を
よ
く
理
解
し
た
故
事
が
あ
り
、
第
二
句

　
　
の
鳴
琴
に
か
か
る
。
　
O
松
風
1
1
即
休
の
教
え
を
喩
え
る
。
○
雪
曲
1
1
白
雪
曲
。

　
　
琴
曲
の
名
で
、
高
尚
で
古
来
唱
和
し
難
い
曲
。
こ
れ
も
即
休
の
禅
を
喩
え
る
。

　
　
○
陸
沈
1
1
世
に
あ
わ
ず
、
亡
び
る
こ
と
。

　
（
訳
）
山
彦
が
も
し
真
に
音
を
理
解
す
る
者
で
な
い
な
ら
、
松
風
も
一
晩
中
琴
の
如

愚
中
周
及
の
人
と
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な

　
き
美
音
を
鳴
ら
さ
ぬ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
高
尚
な
白
雪
曲
の
よ
う
に
奏
で
る
な
ら
、
松

　
林
で
（
禅
林
）
誰
も
正
法
を
離
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
即
休
の
君
命
を
謝
し
、
そ
の
高
風
を
讃
仰
す
る
と
共
に
、
師
風
を

継
い
で
正
法
を
興
す
下
中
（
1
1
谷
響
）
の
決
意
を
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
比
喩
が
美
し
く
適
切
で
、
格
調
高
い
作
品
で
あ
る
。
即
休
は
ま
た
頂

相
に
自
賛
し
て
愚
生
に
与
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
す

　
妙
高
峰
五
行
舟
　
　
妙
高
峰
の
頂
に
舟
を
食
め

　
楊
子
江
心
走
馬
　
　
楊
子
江
心
に
馬
を
走
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
唐
人
不
識
這
容
儀
　
唐
人
這
の
容
儀
を
識
ら
ず

　
付
与
日
東
及
侍
者
　
日
東
の
及
侍
者
の
み
に
付
与
す

　
　
○
妙
高
峰
1
1
須
弥
山
の
こ
と
。
○
揚
子
江
心
打
馬
1
1
盟
休
の
前
作
の
“
楊
子
江
流

　
　
東
入
海
”
の
旬
に
拠
る
。
な
お
『
掌
理
録
』
中
に
〃
走
馬
到
長
安
”
の
語
が
あ
る
。

は
じ
め
の
二
句
は
禅
特
有
の
逆
説
的
表
現
で
、
大
自
在
の
境
を
う
た
い
、

さ
ら
に
悟
得
し
て
東
帰
す
る
重
合
を
送
る
言
葉
で
も
あ
る
。
多
く
の
中
国

僧
の
中
か
ら
、
夏
中
だ
け
が
印
可
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
二
十
五
歳
の
時

で
あ
っ
た
。

　
即
休
は
愚
中
を
非
常
に
厚
く
信
頼
し
、
そ
の
余
徳
は
他
の
日
本
僧
に
及

ぶ
。
つ
ま
り
、
愚
中
を
訪
ね
て
く
る
日
本
僧
に
、
綿
衣
や
医
療
を
施
し
食

事
を
給
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
石
室
善
玖
、
龍
山
徳
見
、
石
丁
子
介
ら
も

い
て
、
彼
等
日
本
僧
は
金
山
を
“
安
息
所
”
と
称
し
て
喜
ん
で
い
た
の
で

あ
る
。

　
印
可
を
受
け
た
翌
々
年
、
愚
中
は
『
癸
亥
集
』
と
い
う
書
を
編
ん
だ
。

書
名
は
彼
の
生
年
の
甲
子
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

八
三
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愚
中
周
及
の
人
と
作
品

私
は
彼
の
喝
頒
を
中
心
と
し
た
作
品
集
で
は
な
か
っ
た
か
と
臆
測
す
る
。

後
世
“
詩
僧
”
と
称
さ
れ
た
と
は
い
え
、
急
足
の
き
び
し
い
黒
風
か
ら
想

像
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
『
癸
亥
集
』
．
の
序
は
即
休
が
書
き
、
蹟
は
虞
伯

生
が
筆
を
執
っ
て
い
る
。
字
が
伯
生
の
星
置
は
、
薩
都
刺
ら
と
共
に
元
代

四
声
の
一
人
で
、
い
わ
ゆ
る
金
剛
瞳
の
古
林
清
茂
と
親
交
が
あ
り
、
後
世

の
惟
肖
得
巌
・
希
世
霊
鳥
・
横
川
景
三
ら
に
尊
崇
さ
れ
た
詩
人
で
、
愚
中

も
親
疎
の
ほ
ど
は
分
ら
な
い
が
、
在
元
中
に
接
触
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
私
は
先
に
”
即
休
の
き
び
し
い
暴
風
”
と
つ
い
書
い
て
し
ま
っ
た
が
、

い
ま
少
し
説
明
を
加
え
て
お
く
。
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
愚
中
は
〃
語

言
三
昧
の
人
を
得
て
親
近
せ
ん
と
欲
し
”
、
即
休
を
撰
ん
で
参
侍
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

で
あ
る
が
、
即
休
は
、
　
「
道
を
見
ざ
れ
ば
、
言
は
展
ぶ
る
事
無
く
、
語
は

投
機
す
る
こ
と
無
し
。
句
に
滞
る
者
は
迷
ひ
、
言
を
承
く
る
者
は
喪
ふ
」

と
、
文
字
に
拘
る
愚
中
を
叱
責
し
、
帰
国
に
際
し
て
は
、
　
「
祢
郷
国
に
帰

ら
ば
出
世
を
要
せ
ず
、
須
ら
く
是
れ
山
林
の
樹
下
に
坐
を
得
て
披
衣
す
べ

し
。
」
と
隠
遁
す
る
事
を
厳
し
く
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
愚
中
事
及
が
教
え
を
受
け
た
人
々
に
つ
い
て
略
述
し
た
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
師
僧
・
先
輩
の
指
導
と
彼
の
疑
れ
た
資
質
の
上
に
、
　
『
草

鍮
集
』
の
作
品
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

四
、
宗
風
と
詩
風

八
四

　
帰
国
し
た
天
中
は
受
業
の
師
の
夢
窓
に
暖
か
く
迎
え
ら
れ
た
。
夢
窓
は

既
に
愚
中
が
嗣
法
を
競
え
る
意
志
を
抱
い
て
い
る
事
を
、
黙
庵
周
諭
か
ら

聞
き
知
っ
て
い
た
の
だ
が
、
臨
川
寺
に
掛
罪
す
る
こ
と
を
許
す
。
も
し
か

し
た
ら
先
述
の
よ
う
に
宗
風
の
よ
く
似
た
黙
庵
の
親
身
な
取
り
な
し
が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
　
『
臥
雲
蒸
着
録
抜
尤
』
　
（
寛
正
四
、
五
、
四
）

に
、
黙
庵
の
法
孫
の
元
宗
康
緒
の
言
葉
と
し
て
、

　
壮
年
二
度
唐
之
志
」
将
下
与
二
古
剣
等
一
同
行
浩
然
開
山
留
レ
之
日
、
、
縦

　
　
　
ニ

　
到
二
大
邦
」
不
レ
可
レ
得
二
過
レ
我
之
師
一
云
々
。
」
故
不
レ
果
二
其
志
。
一

と
黙
庵
が
渡
海
し
な
か
っ
た
事
情
を
記
し
て
い
る
の
は
、
夢
窓
が
如
何
に

黙
庵
を
信
頼
し
引
き
留
め
よ
う
と
し
て
い
た
か
を
示
し
、
私
の
推
測
（
黙

庵
が
連
窓
に
取
り
な
し
た
）
の
傍
証
と
も
な
る
。
忌
中
は
夢
窓
の
寛
容
と

慈
悲
に
感
激
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
夢
窓
の
示
寂
後
、
そ
の
塔
下
に
三
年
間

服
喪
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
喪
が
あ
け
た
三
十
一
歳
の
時
、
元
で
の

知
友
の
龍
山
徳
見
に
懇
望
さ
れ
て
南
禅
寺
の
書
記
と
な
り
、
就
任
の
翌
日

に
淋
汗
疏
を
作
っ
て
中
国
僧
の
東
陵
永
喚
に
激
賞
さ
れ
る
。
在
一
兀
時
代
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

即
休
の
代
り
に
金
山
仏
殿
上
梁
文
を
書
い
た
り
、
中
国
語
に
堪
能
で
”
及

蔵
主
の
前
身
は
中
国
人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
”
と
古
源
郡
下
を
感
服
さ
せ

る
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
ら
、
淋
猿
楽
な
ど
は
朝
飯
前
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
結
制
乗
払
の
時
、
即
休
に
嗣
法
す
る
事
を
表
明
し
て
、
そ
の
夜
不

　
　
　
　
　
働

意
の
変
に
遇
い
、
少
林
院
に
退
く
の
で
あ
る
。
少
林
院
の
開
山
は
明
極
楚

俊
で
、
即
休
と
は
同
門
で
あ
る
。
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一
∴
鍛
∴
警
隔

　
こ
の
年
の
暮
れ
に
笠
堂
円
盟
に
請
わ
れ
て
万
寿
寺
の
紀
綱
に
な
る
も
の
も
、

三
十
三
歳
の
時
に
教
外
得
蔵
の
住
持
す
る
栖
野
寺
に
寓
す
る
も
の
も
、
虎
岩
派

の
同
門
の
誼
か
ら
で
あ
っ
た
。
右
の
法
音
で
、
即
休
や
草
堂
と
い
う
人
達
が
隠

逸
に
徹
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
虎
岩
派
の
宗
風
を
窺
わ
せ
る
。
愚
中
も
三
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が

歳
の
あ
る
夕
方
、
師
の
語
を
思
い
出
し
、
　
「
林
丘
の
素
、
懲
ふ
べ
か
ら
ず
」
と

翌
日
に
京
塵
を
離
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
後
、
愚
中
は
播
磨
の
安
田
北
山
、
丹
波
の
神
池
、
さ
ら
に
奥
ま
っ
た

棋
山
、
丹
後
の
世
野
や
漆
原
に
世
を
避
け
て
転
々
と
移
り
住
む
。
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
州
竜
山
庵
、
濃
州
虎
渓
庵
、
相
州
泊
船
庵
、
土
州
吸
江
庵
な
ど
幽
遠
景

　
勝
の
地
に
転
住
し
た
（
傍
点
の
こ
と
が
急
走
と
異
な
る
）
書
窓
や
、
中
国
地
方
に
転
々
と
輯
晦
し

た
寂
室
元
光
の
行
履
に
似
る
。

　
貞
治
四
年
の
四
十
四
歳
の
時
、
丹
波
の
三
岳
地
方
を
支
配
し
て
い
た
武

士
の
那
珂
宗
泰
は
、
霊
室
禅
英
（
馬
長
元
光
の
法
嗣
）
と
相
談
し
て
、
愚

中
を
金
山
天
寧
寺
に
招
く
。
彼
は
「
金
山
は
江
南
の
縁
遇
の
地
」
と
招
請

に
応
じ
た
が
、
寺
内
に
修
行
僧
は
十
余
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

象
る
時
は
雪
中
に
坐
禅
し
て
し
か
も
衣
服
を
減
ら
し
、
或
る
時
は
夕
方
か

ら
朝
ま
で
月
下
に
立
賦
す
る
な
ど
、
烈
し
い
修
行
を
重
ね
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
厳
格
な
禅
風
を
守
り
続
け
た
の
で
、
石
室
二
瀬
や
特
峰
妙
奇
（
夢

愚
中
周
及
の
人
と
作
品

窓
の
法
弟
）
は
自
分
の
弟
子
を
下
中
の
会
下
に
遣
わ
し
て
修
行
さ
せ
、
山

中
山
外
に
修
行
僧
が
次
第
に
群
居
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
愚
中
の
詩
風
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
よ
う
。
前
に
も
述
べ

た
よ
う
に
、
　
『
草
籐
集
』
は
全
く
純
然
た
る
甘
干
、
禅
文
に
よ
っ
て
占
め

ら
れ
、
俗
様
の
詩
は
一
篇
だ
に
な
い
。

　
　
　
黄
菊
開
偏

　
黄
菊
開
園
一
叢
金
　
黄
菊
開
偏
す
　
一
叢
の
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
無
価
色
光
幽
耳
管
　
無
価
の
色
光
　
幽
復
た
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
生
活
莫
如
寒
菊
好
　
生
活
は
菊
の
好
き
を
栽
う
る
に
如
く
は
莫
く

　
富
而
不
濁
道
人
心
　
富
め
ど
も
道
人
の
心
を
濁
ら
し
め
ず

菊
の
価
値
の
つ
け
ら
れ
ぬ
幽
深
は
愚
中
の
心
境
も
し
く
は
願
望
で
あ
り
、

　
　
　
　
雪
団
吟

　
二
王
忽
自
公
眉
到
　
象
王
忽
ち
峨
眉
よ
り
到
り

　
白
馬
直
穿
藤
棚
来
　
白
馬
遠
く
西
門
よ
り
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
　
た

　
同
是
許
多
官
路
上
　
同
じ
く
溢
れ
許
多
官
路
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
不
曽
半
点
惹
塵
埃
　
曽
て
半
点
だ
に
塵
埃
を
惹
か
ず

　
　
○
象
王
一
仏
陀
又
は
菩
薩
を
た
と
え
る
。
○
峨
眉
1
1
蜀
、
す
な
わ
ち
四
州
省
峨
眉

　
　
県
の
名
山
。
王
世
貞
「
漫
芸
」
に
“
峨
眉
天
半
雪
中
看
”
の
名
句
が
あ
る
。

　
　
○
白
馬
1
1
象
王
と
共
に
白
雪
を
た
と
え
る
。
○
駅
路
1
1
官
署
へ
の
大
通
り
。

こ
の
二
十
八
字
も
写
生
や
風
流
韻
事
で
な
く
、
仏
の
世
界
か
ら
降
り
来
る

雪
を
う
た
う
。
こ
の
よ
う
に
菊
を
見
て
も
雪
を
吟
じ
て
も
、
温
々
譲
れ
愚

中
の
面
的
心
境
を
示
す
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
然
の
事
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
当
時
の
他
の
文
学
僧
と
比
較
す
る
時
、
こ
の
禅
林
文
学

八
五

210



愚
中
周
及
の
人
と
作
品

と
し
て
当
然
の
こ
と
が
、
彼
の
詩
の
第
一
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
愚
中
は
、

　
詩
は
志
な
り
。
志
有
り
て
詩
無
き
者
、
或
は
之
有
り
。
志
無
く
し
て
詩

　
有
る
者
、
未
だ
之
有
ら
ざ
る
な
り
。
　
　
（
次
釣
上
人
香
月
韻
井
序
）

と
、
詩
経
大
序
以
来
の
儒
教
的
量
器
を
述
べ
て
い
る
が
、
彼
の
真
意
は
、

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

“
禅
詩
は
道
人
の
志
な
り
”
と
い
う
修
飾
語
を
つ
け
て
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
作
の
最
後
の
財
に
、

　
不
踏
華
鯨
不
騎
鶴
　
民
器
を
踏
ま
ず
鶴
に
騎
ら
ず
ん
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
争
如
平
楽
身
金
仙
　
争
で
か
仏
を
学
び
金
仙
と
作
る
に
如
か
ん

　
　
○
華
鯨
1
1
鐘
と
橦
木
。
次
句
の
学
仏
に
対
す
。
李
白
は
自
ら
騎
鯨
客
と
称
す
。

　
　
○
下
煮
1
1
仙
人
に
化
す
法
。
次
句
の
金
渋
に
対
す
。
又
、
騎
鶴
上
揚
州
の
語
は
、

　
　
決
し
て
実
現
し
な
い
妄
想
を
喩
え
る
。
○
金
仙
一
1
仙
人
、
又
は
仏
を
い
う
。

と
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
私
の
解
釈
は
全
く
の
的
は
ず
れ
で
は
な

い
。
さ
ら
に
愚
中
は
、
　
「
次
祐
侍
者
初
春
偶
作
韻
」
の
序
で
、
　
“
古
日
、

霜
割
二
其
人
一
、
道
不
二
角
行
　
”
（
然
る
べ
き
徳
の
あ
る
人
で
な
い
と
、
道

道
は
行
わ
れ
な
い
）
と
い
う
『
易
・
繋
辞
』
の
語
句
を
ひ
い
た
あ
と
、

　
道
の
言
た
る
や
内
外
に
博
通
す
。
而
し
て
一
隅
を
守
れ
ば
則
ち
其
れ
可

　
な
ら
ん
や
。
今
、
初
春
の
佳
什
を
覧
る
に
、
風
雅
の
道
と
謂
ひ
つ
べ
し
。

　
却
て
斯
の
人
を
得
た
る
な
り
。
是
れ
天
の
之
を
助
く
る
を
知
る
。
能
く

　
法
柄
を
執
り
て
祖
宗
を
興
す
は
、
且
ら
く
其
の
時
を
待
つ
の
み
。

と
述
べ
る
。
之
に
私
製
を
加
え
る
な
ら
ば
、
風
雅
は
道
の
一
隅
で
あ
り
、

之
を
拡
充
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
法
、
祖
宗
の
道
を
興
す
事
が

出
来
る
と
い
う
の
が
愚
中
の
考
え
な
の
で
あ
る
。
彼
は
道
元
や
蘭
渓
道
隆

八
六

の
如
く
風
雅
の
道
1
1
詩
文
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
仏
道
の
一
助
と
し

て
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
の
作
品
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
大
　
疑

　
文
章
若
是
敵
生
死
　
文
章
若
し
是
れ
生
死
に
敵
せ
ば

　
泉
下
諸
君
誰
在
官
　
泉
下
の
諸
君
は
誰
か
官
に
在
ら
ん

　
為
多
孔
牛
蛙
上
客
　
為
に
問
ふ
　
砂
丘
堂
上
の
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
不
知
仁
本
作
何
顔
　
仁
本
を
知
ら
ず
し
て
何
の
顔
を
作
さ
ん

承
句
の
“
官
”
は
「
雪
団
吟
」
の
“
鼻
聾
”
と
同
じ
く
、
禅
の
上
境
を
指

す
と
見
て
よ
い
。
　
“
文
章
が
生
死
の
一
大
事
究
明
に
さ
ま
た
げ
と
な
る
な

ら
、
亡
く
な
っ
た
諸
禅
師
は
ど
う
し
て
悟
境
に
入
れ
た
で
あ
ろ
う
。
文
章

は
孔
丘
の
徒
の
仁
本
と
同
じ
よ
う
な
存
在
な
の
だ
”
と
詠
じ
て
い
る
の
で

あ
る
。
　
『
草
籐
集
』
に
は
次
の
よ
う
な
題
の
作
品
も
あ
る
。

　
雪
中
凍
坐
、
忽
記
古
詩
両
句
云
…
…
…

愚
中
は
寒
中
に
坐
禅
し
て
い
る
時
、
ふ
と
古
詩
を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
あ

る
。
　
「
こ
う
い
う
坐
禅
は
無
念
無
想
で
な
い
」
と
か
、
　
「
ロ
バ
管
打
坐
に
徹

し
て
い
な
い
」
と
か
、
禅
体
験
の
な
い
筆
者
は
批
判
す
る
資
格
は
な
い
。

し
か
し
、
室
町
時
代
も
半
ば
を
過
ぎ
た
五
山
僧
に
は
、
こ
ん
な
作
詩
の
契

機
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
坐
禅
中
の
作
品
と
い
う
の
は
、

　
　
　
白
鴎
吟

　
雪
如
毛
羽
寄
身
閑
　
雪
は
毛
羽
の
如
く
　
身
を
寄
せ
て
閑
な
り

　
聖
跡
浮
生
湖
海
寛
　
浪
跡
に
生
を
浮
か
ぶ
れ
ど
湖
海
心
し

　
綾
有
機
心
当
不
願
　
綾
か
に
機
心
有
り
て
飛
ぶ
こ
と
を
願
は
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
も
な
ま
　
し
を

　
従
教
研
額
望
長
干
　
黒
々
　
研
額
し
て
長
干
を
望
む
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○
浪
跡
1
1
波
の
あ
と
。
地
壇
「
還
都
道
中
日
」
は
“
練
レ
浪
揚
白
鴎
”
と
、
浪
の

　
　
調
い
の
を
白
鴎
に
た
と
え
る
。
○
機
心
1
1
い
つ
わ
り
の
心
。
　
『
魏
志
』
高
柔
伝
の

　
　
注
に
“
機
心
内
茄
、
環
帯
鳥
不
レ
下
”
と
あ
り
、
巧
詐
の
心
が
あ
る
と
鴎
は
寄
っ

　
　
て
こ
ず
に
飛
び
去
る
。
○
研
額
1
1
手
を
額
に
か
ざ
し
、
じ
っ
と
視
る
さ
ま
。
○
長

　
　
干
1
1
金
陵
の
里
巷
の
名
で
、
吏
民
が
雑
居
す
る
所
。

起
・
承
句
は
白
鴎
を
う
た
う
と
共
に
自
己
を
詠
ず
る
。
即
ち
“
雪
中
に
埋

も
れ
て
（
白
鴎
の
よ
う
に
ま
つ
白
に
な
っ
て
）
坐
禅
し
て
い
る
が
、
悟
り

の
性
海
は
広
く
、
こ
の
身
は
浮
生
の
よ
う
だ
。
”
と
い
う
意
味
。
白
鴎
は

無
心
の
人
に
は
近
づ
き
、
機
心
の
有
る
人
か
ら
は
飛
び
去
る
。
　
“
私
も
ふ

っ
と
機
心
が
動
い
た
。
が
白
鴎
よ
、
飛
ば
な
い
で
く
れ
一
”
と
う
た
つ
た

愚
中
は
、
結
句
で
自
己
を
白
鴎
に
同
化
さ
せ
る
。
　
”
機
心
を
起
し
て
禅
僧

と
し
て
は
落
第
だ
が
、
や
は
り
遠
く
の
都
（
悟
境
）
を
望
む
の
を
ど
う
し

ょ
う
も
な
い
㈹
雪
中
の
坐
禅
の
場
面
に
適
わ
し
い
作
品
で
、
白
鴎
と
自
己

と
の
影
像
を
交
錯
し
て
、
禅
修
行
者
の
心
理
を
巧
み
に
詠
じ
、
し
か
も
技

巧
の
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
こ
う
い
う
風
雅
の
道
を
つ
き
進
ん

で
行
け
ば
、
祖
宗
の
道
を
興
す
こ
と
も
出
来
よ
う
。
俗
人
の
筆
者
で
も
、

“
詩
禅
一
如
”
の
世
界
と
は
こ
う
い
う
も
の
な
の
か
、
と
お
ぼ
ろ
げ
に
感
得

さ
せ
ら
れ
る
佳
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
田
中
は
風
雅
の
単
な
る
延
長
線
上

に
、
仏
道
の
真
諦
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
上
里
説

　
兎
角
方
円
非
我
事
　
兎
角
方
円
　
我
が
事
に
非
ず

亀
毛
長
短
与
誰
争
　
亀
毛
の
長
短
　
誰
と
争
は
ん

塊
然
孤
坐
大
豆
裡
　
塊
然
と
し
て
大
量
裡
に
孤
坐
す
れ
ば

心
中
周
及
の
人
と
作
品

　
月
旦
加
肪
伽
山
頂
明
　
月
は
樗
伽
山
頂
に
在
り
て
明
る
し

　
○
兎
角
1
1
亀
毛
と
同
じ
く
、
こ
の
世
に
存
在
し
な
い
も
の
。
本
来
無
で
あ
る
の
に
有

　
で
あ
る
と
執
着
す
る
こ
と
。
○
大
士
1
1
大
暴
論
羅
は
密
教
で
方
形
の
壇
の
こ
と
だ
が
、

　
こ
こ
は
天
金
寺
の
側
の
大
顎
庵
。
○
娚
鯉
山
1
1
仏
陀
が
樗
仁
山
の
絶
頂
で
離
言
自
証

　
の
法
を
説
い
た
の
が
「
愕
伽
経
」
で
あ
る

右
の
一
・
二
旬
で
絶
対
無
・
絶
対
否
定
を
置
き
、
絶
対
無
の
中
に
じ
っ
と

孤
坐
す
る
時
、
仏
が
言
詮
を
離
れ
る
事
を
説
い
た
愕
伽
山
頂
の
明
月
を
見

る
の
で
あ
る
。
こ
の
明
月
が
、
い
わ
ゆ
る
花
鳥
風
月
の
風
雅
の
月
で
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
風
流
韻
事
の
月
と
心
月
と
の
問
に
は
、
　
“
塊
然

孤
坐
”
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
次
丹
丘
心
室
和
尚
述
懐
韻

妙
妙
方
丈
日
如
年

落
得
細
論
文
字
禅

刮
膜
須
耳
金
色
仏

錬
丹
心
豆
若
樹
行
仙

夢
中
栄
辱
元
亨
命

毫
末
功
名
未
必
天

風
藁
打
開
無
尽
蔵

破
沙
盆
内
煮
山
川

○
丹
丘
芥
室
和
尚
1
1
丹
後
雲
門
庵
の
春
屋
和
尚
。

「
石
門
文
字
禅
」
三
十
巻
。
し
か
し
こ
こ
は
、

わ
ず
に
文
字
文
章
か
ら
禅
を
究
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

に
、
“
何
時
一
翼
酒
、
重
与
細
論
文
”
の
用
例
が
あ
る
。
○
地
行
仙
1
1
地
上
の
仙
人
。

老
禅
の
方
丈
　
日
は
年
の
如
く

落
し
得
た
り
　
文
字
禅
を
細
論
す
る
こ
と
を

刮
膜
須
ら
く
金
色
の
仏
に
還
る
べ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

錬
丹
　
量
に
地
行
の
仙
に
若
か
ん
や

夢
中
の
栄
辱
　
何
の
命
有
ら
ん

毫
末
の
功
名
未
だ
必
ず
し
も
天
な
ら
ず

風
月
打
開
す
　
無
尽
蔵

破
墨
盆
内
に
山
川
を
煮
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
文
字
禅
1
1
宋
の
覚
範
慧
洪
の

　
　
　
　
　
　
　
　
文
字
法
師
の
禅
、
即
ち
実
践
を
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
細
論
一
杜
甫
「
寄
李
白
」

八
七
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愚
中
周
及
の
人
と
作
品

　
　
人
の
長
寿
を
祝
う
語
。
○
四
型
盆
1
1
こ
わ
れ
た
す
り
鉢
。
無
用
の
も
の
。

頷
・
頚
聯
は
春
屋
和
尚
の
高
徳
と
長
寿
を
称
え
て
、
南
禅
寺
山
門
事
件
及

び
臨
川
寺
十
刹
復
位
事
件
に
よ
っ
て
京
寺
か
ら
丹
後
に
退
い
た
こ
と
を
慰

め
て
い
て
、
い
わ
ば
儀
礼
的
な
対
聯
な
の
だ
が
、
首
長
の
“
当
屋
和
尚
の

方
丈
は
一
日
が
一
年
の
よ
う
に
（
充
実
し
或
い
は
悠
々
と
し
て
い
て
）
あ

れ
こ
れ
と
文
字
・
文
章
に
よ
っ
て
禅
を
あ
げ
つ
ら
う
境
地
か
ら
脱
却
し
得

た
”
と
い
う
の
は
、
里
中
自
身
の
心
境
の
投
影
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
尾
腓

で
、
　
“
（
栄
辱
や
功
名
の
環
事
を
）
風
月
は
打
ち
砕
い
て
無
尽
蔵
の
世
界

を
展
げ
て
く
れ
、
私
は
無
用
の
器
の
中
で
、
山
川
大
地
を
煮
る
の
だ
”
と
、

広
大
な
世
界
を
謳
い
あ
げ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
“
戸
主
盆
”
は
単
な
る

自
卑
・
謙
辞
で
は
な
く
て
、
無
用
の
大
用
、
大
拙
即
大
巧
を
大
ら
か
に
吟

じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
愚
中
の
詩
風
の
第
二
の
特
色
は
、
こ
の
大
ら
か
さ

に
あ
る
。
五
十
九
歳
の
時
の
作
品
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
天
橋
次
韻

天
橋
不
可
不
来
遊

足
見
神
仙
巧
運
簿

巨
蟻
鋭
鱗
嵩
置
背

海
運
露
背
未
擾
頭

幡
桃
結
実
乾
坤
老

弱
水
越
波
日
月
幽

夜
半
愚
誰
蔵
袖
裏

持
将
帰
去
壮
三
州

（
訳
）

天
の
橋
立
は
一
度
は
遊
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
所

天
橋
は
来
遊
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず

神
仙
の
昇
竜
に
巧
み
な
る
を
見
る
に
足
る

　
も
　
つ

巨
蜂
鱗
を
脱
ぎ
横
た
は
り
て
骨
を
曝
し

長
黒
々
を
露
は
す
も
未
だ
頭
を
撞
げ
ず

幡
桃
実
を
結
び
て
乾
坤
老
い

　
　
　
　
　
　
　
か
す

弱
水
波
無
く
日
月
幽
か
な
り

夜
半
誰
に
愚
り
て
か
袖
裏
に
蔵
し

　
　
も

持
ち
将
っ
て
帰
り
去
り
て
皇
州
を
壮
ん
に
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
仙
の
巧
み
な
仕
事
が
見
ら
れ

八
八

　
る
か
ら
。
大
蛇
の
ぬ
け
が
ら
が
横
た
わ
り
　
長
鯨
が
頭
を
上
げ
ず
に
背
中
を
ま
る
出

　
し
に
し
て
い
る
よ
う
。
幡
桃
が
実
を
つ
け
る
と
天
地
は
老
い
　
弱
水
が
波
立
た
な
く

　
な
る
と
日
月
は
暗
く
な
る
（
そ
ん
な
事
は
絶
対
あ
り
得
ぬ
）
。
夜
中
に
誰
か
に
頼
ん
で

　
天
橋
を
袖
に
入
れ
　
持
ち
帰
っ
て
も
ら
っ
て
都
を
壮
大
に
し
て
も
ら
お
う
。

第
二
句
以
下
、
天
の
橋
立
を
写
す
語
は
ど
れ
も
雄
大
で
、
天
橋
を
巨
視
的

に
眺
め
る
愚
身
の
壮
大
な
気
風
が
表
れ
て
お
り
、
前
に
述
べ
た
「
雪
団
吟
」

の
“
象
王
”
　
“
白
馬
”
の
比
喩
も
同
様
で
あ
る
。

　
愚
母
は
嗣
法
の
師
の
即
休
養
了
の
教
え
を
忠
実
に
守
り
、
決
し
て
京
洛

の
巷
に
出
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
彼
の
偶
頒
に
は
こ
の
宗
風
が
濃
く
に

じ
み
出
て
い
る
。
丹
波
横
山
の
西
巌
に
隠
棲
し
た
四
十
二
歳
の
時
の
作
品

を
読
ん
で
み
る
。

　
　
　
題
丹
之
西
岩
屋
壁
一

　
古
来
賢
達
磨
中
和
　
古
来
黒
戸
は
中
和
を
貴
び

　
或
絶
交
遊
独
自
過
　
或
は
交
遊
を
絶
ち
て
独
り
自
ら
過
ご
す

　
華
野
耕
夫
千
歳
下
　
星
野
耕
夫
　
千
歳
の
下

　
姓
名
不
朽
挙
人
歌
　
姓
名
朽
ち
ず
し
て
人
を
し
て
歌
は
し
む

　
　
○
貴
中
和
1
1
聖
徳
太
子
「
十
七
条
憲
法
」
に
“
以
レ
和
為
レ
貴
”
と
あ
り
、
『
論
語
』

　
　
に
も
“
礼
之
用
レ
和
為
レ
貴
”
と
あ
る
。
○
幸
野
1
1
伊
サ
が
隠
れ
て
耕
し
た
華
の
野

　
　
　
題
丹
之
西
岩
屋
壁
二

　
我
曽
年
少
学
柔
和
　
我
曽
て
年
少
の
と
き
柔
和
を
学
び

　
老
後
工
夫
不
重
過
　
老
後
の
工
夫
も
此
に
過
ぎ
ず

　
昨
日
山
童
固
相
約
　
昨
日
山
童
固
く
相
約
す

　
昏
夢
黒
蓋
樵
歌
　
　
「
常
に
来
れ
、
汝
と
樵
歌
を
唱
へ
ん
」
と
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○
柔
和
1
1
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
に
“
如
来
は
も
と
よ
り
柔
和
を
本
と
し
、
慈
悲

　
　
を
心
と
す
”
と
あ
る
。
○
樵
歌
1
1
木
こ
り
の
歌

愚
中
は
自
分
を
伊
サ
に
擬
す
。
そ
し
て
、
少
年
の
頃
か
ら
老
後
に
到
る
ま

で
、
“
柔
和
”
を
学
び
工
夫
し
続
け
る
と
い
う
の
は
、
彼
の
性
格
が
そ
の
対

極
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
題
丹
之
西
岩
屋
壁
三

　
大
士
多
年
望
我
能
　
大
士
多
年
我
が
能
を
望
み

　
岩
中
独
立
蟹
玉
氷
　
岩
中
に
独
り
立
ち
冷
た
き
こ
と
氷
の
如
し

　
相
逢
依
言
開
慈
眼
　
相
碁
へ
ば
旧
に
依
り
て
慈
眼
を
開
き

　
笑
我
無
能
成
老
僧
　
我
の
無
能
に
し
て
老
僧
と
成
る
を
笑
ふ

　
　
　
題
丹
之
西
岩
屋
壁
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
万
事
憐
心
無
不
能
　
万
事
心
を
耕
つ
れ
ば
能
は
ざ
る
無
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
寒
岩
一
夏
帯
叢
氷
　
寒
岩
に
一
夏
層
氷
に
坐
す

　
秋
来
客
有
他
山
興
　
秋
来
れ
ば
忽
ち
他
山
の
興
有
り

　
喘
鳥
声
々
仏
法
僧
　
哺
鳥
声
々
仏
法
僧

自
己
を
“
無
能
僧
”
と
称
し
た
り
“
無
不
能
”
す
な
わ
ち
万
能
と
も
言
う
。

そ
れ
は
差
別
相
で
は
な
い
。
一
夏
を
冷
坐
し
て
絶
対
否
定
を
行
ず
れ
ば
、

無
能
即
万
能
な
の
で
あ
る
。
第
四
首
の
最
後
の
二
句
は
、
か
の
蘇
戟
の
“

渓
声
潜
艦
広
長
舌
”
の
有
能
無
能
を
絶
し
た
境
を
示
し
て
い
て
味
わ
い
深

い
。

　
晩
年
の
愚
中
は
、
自
分
の
没
後
の
仏
通
派
の
行
く
末
を
案
じ
つ
づ
け
る
。

当
時
の
禅
林
で
、
孤
立
的
な
仏
通
派
を
存
続
し
て
い
こ
う
と
す
れ
ば
、
や

は
り
最
大
門
派
た
る
夢
窓
派
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
愚

　
　
　
　
愚
中
周
及
の
人
と
作
品

中
は
「
上
常
光
国
師
書
」
で
、

　
九
月
初
六
日
（
中
略
）
莚
者
金
山
万
端
憧
慎
中
、
忽
蒙
二
哀
患
一
。
非
二
唯

　
自
身
「
、
更
使
三
子
孫
永
得
こ
大
安
穏
一
鞭
、
実
是
無
二
某
骨
面
一
之
故
也
。

と
述
べ
、
　
「
上
絶
海
和
尚
書
」
で
も
、

　
九
月
初
六
日
（
中
略
）
抑
亦
金
山
身
上
之
事
、
毎
番
因
二
割
里
心
言
一
、

　
恭
達
二
干
上
聞
皿
。
　
恩
渥
適
倫
、
驚
二
人
耳
目
一
。
　
各
々
喝
彩
日
、
「
不

　
思
議
不
思
議
、
若
不
レ
託
二
導
師
一
、
安
有
二
斯
奇
］
連
込

と
記
し
て
、
空
谷
明
応
や
絶
海
中
津
の
仲
介
の
労
を
謝
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
一
生
京
塵
に
近
づ
く
ま
い
と
決
意
し
た
虚
器
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
高

い
理
想
だ
け
で
は
自
分
の
門
派
の
維
持
発
展
は
望
め
な
か
っ
た
。
感
謝
の

書
簡
を
認
め
る
愚
中
の
胸
裡
に
、
如
何
な
る
思
い
が
去
来
し
た
で
あ
ろ
う

か
。
　
「
白
鴎
吟
」
の
転
句
で
う
た
っ
た
“
機
心
”
が
緩
か
に
浮
か
ば
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
本
意
に
反
し
、
敢
え
て
夢
窓
派
の
実
力
者
に
依
頼
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
愚
中
の
姿
に
、
俗
人
の
筆
者
は
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注ω
　
桂
洲
道
倫
（
正
徳
四
年
一
七
一
四
～
宝
暦
二
年
一
七
五
二
）
　
『
近
世
禅
林
僧
宝

　
伝
』
に
よ
る
と
、
父
の
甲
谷
権
兵
衛
は
、
京
の
三
条
の
松
前
屋
と
も
大
阪
北
浜
の

　
人
と
も
い
う
。
幼
く
し
て
京
の
延
慶
庵
の
雲
崖
の
弟
子
と
な
り
、
又
、
丹
州
の
大

　
道
之
可
に
参
ず
。
そ
の
師
承
は
明
ら
か
で
な
く
、
一
説
に
霊
長
和
尚
の
法
を
嗣
ぐ

　
と
い
う
。
博
学
で
書
画
を
よ
く
し
、
江
村
北
海
と
雅
交
あ
り
。

②
　
疏
筍
の
気
1
1
『
詩
人
玉
屑
』
二
十
の
「
禅
林
」
の
項
に
”
無
二
三
回
気
一
”
が

　
あ
る
。

㈹
　
性
海
無
風
　
金
波
自
湧
1
1
ふ
つ
う
、
海
と
い
う
本
体
が
風
と
い
う
縁
に
よ
っ
て

　
波
を
生
ず
る
。
性
海
と
は
、
差
別
の
生
死
を
川
に
喩
え
、
平
等
一
如
の
浬
繋
を
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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愚
中
周
及
の
人
と
．
作
・
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ん
　
し

　
海
に
喩
え
た
も
の
。
　
『
宏
智
広
録
』
巻
五
に
“
讐
へ
ば
湛
水
の
風
に
因
り
て
波
を

　
成
じ
、
唯
風
滅
す
る
が
故
に
動
相
の
滅
に
随
ふ
が
如
し
湘
と
あ
る
。

働
　
友
雲
庵
偶
一
夢
窓
の
作
は
“
洞
僻
巌
深
昼
若
縢
　
一
間
竹
屋
半
容
雲
　
単
丁
自

　
有
単
丁
楽
　
不
羨
聖
賢
来
作
群
湘
な
お
『
友
山
録
』
下
に
も
「
和
夢
窓
国
師
友
雲
庵

　
韻
」
と
題
し
、
　
“
一
室
蒲
然
対
隙
礁
　
道
盈
簑
海
購
仰
雲
　
籐
薫
何
幸
及
痴
鈍

　
来
此
又
随
駿
験
群
”
が
あ
る
。

㈲
　
　
「
雪
村
大
和
尚
行
道
記
爽
注
」
に
”
大
鑑
兄
月
江
正
印
和
尚
、
同
受
二
業
福
州

　
道
山
神
光
禅
寺
月
渓
和
尚
諌
紹
円
一
㈲
と
あ
る
。
．
．

㈲
　
観
応
二
年
の
「
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
愚
中
は
天
龍
寺
の
東
陵
永
喚
の
通
事
と
な

　
る
。

ω
　
　
『
蕉
窓
夜
話
』
に
“
禅
客
が
嗣
法
ヲ
問
タ
レ
バ
、
楊
子
江
頭
楊
柳
春
　
楊
花
愁

　
殺
渡
江
人
ト
答
タ
レ
バ
、
其
夜
門
徒
が
起
テ
、
．
ツ
ラ
ヲ
キ
ッ
タ
ゾ
媚
と
あ
り
、
　
『

　
碧
山
日
録
」
（
長
禄
三
、
三
、
廿
七
）
に
よ
る
ど
、
刀
で
愚
中
の
額
を
傷
つ
け
た

　
者
は
後
に
発
狂
し
、
愚
中
は
「
こ
の
傷
の
お
陰
で
叢
林
か
ら
脱
け
出
て
、
塵
外
禅

　
宴
の
楽
し
み
を
得
た
」
と
喜
ん
だ
と
い
う
。

九
〇

20s

（
追
記
）
八
月
二
十
九
日
、
筆
者
は
三
原
市
の
仏
通
寺
を
訪
れ
、
県
立
公
園
の
中
の

静
か
な
寺
域
に
立
っ
て
、
愚
中
周
及
の
行
道
を
偲
ん
だ
。
寸
暇
を
割
い
て
面
接
し
て

下
さ
っ
た
藤
井
虎
山
老
師
に
こ
の
小
稿
を
捧
げ
、
感
謝
の
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
十
一
月
二
十
五
日
、
禅
文
化
研
究
所
に
於
て
、
加
藤
正
俊
師
の
「
愚
巷
義
竜

に
つ
い
て
」
の
研
究
発
表
を
拝
聴
し
、
江
戸
時
代
の
愚
巷
が
愚
中
の
禅
風
を
慕
っ
て
、

丹
後
の
自
庵
に
”
肯
心
庵
”
ど
命
名
じ
た
事
を
知
り
、
こ
こ
に
付
記
す
る
。

（
本
学
教
授
一
漢
文
学
）


